
























































































































































































































































大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
?
67．2（162）73．3（55） 53．7（29） 66．5（246）

















大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
18－25才32．1（78） 27．3（21） 49．1（27）33．6（126）
26－30才30．9（75） 36．4（28） 32．7（ユ8） 32．3（12ユ）




























大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
2年以内 25．1（6D14．3（11） 96．4（53）33．3（125）
3　年 34．6（84） 57ユ（44） 1．8（1） 34．4（129）











大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
単　　身 5L5（124）72．7（56） 7L2（37）58．7（217）






















大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
4時闇以内 58．0（141）6．6（5） 13，7（7）． 4L4（153）
4－8時間 35．4（86） 73．7（56） 60．8（31）46．8（173）















大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
?
37．9（91） 3．9（3） 2．1（1） 26．2（95）















大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
　　　　脚U万円以下 39．9（97） 40．3（31）61．8（34） 43．2（162）
7－10万円 39．5（96） 42．9（33）23．6（13） 37．9（142）
























大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
満　　　　　足 23．2（56） 10．4（8） 23．6（13） 20．6（77）
どちらでもない 61．0（147）55．8（43） 45．5（25）57．6（215）











































































大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体




























大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
肯定的感情 57．9（110）42．4（28） 25．5（12）49．5（150）








































大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
つきあい易い 24．1（54） 16．4（12）！6．7（8） 21．5（74）






































































内　　　　容 大　学　生 専　門　生 日本語生 全　　　体
1．就職・進路の問題 25．4（47） 26．6（17）6．7（3） 22．8（67）
2．勉学上　の　問　題 15．5（32） 14．5（10） 22．0（11） 18．0（53）
3，ビ　ザ　の　問　題 11．4（21） 34．4（22） 20．0（9） 17．7（52）
4．経　済　的　問　題 14．6（27） 7．8（5） 13．3（6） 12．9（38）
5．人間関係・心理的問題 11．9（22） 4．7（3） 11，1（5） 10．2（30）






































大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
中　国 36．4（72） 28，8（21）3L4（！6） 33．8（109）
日　本 15．7（31） 24．7（18） 23．5（／2） 18．9（61）



























大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体












































大　　　学 専門学校 日本語学校 全　　　体
楽　観　的 39．5（94） 21．9（16） 32．7（18）35．0（128）
わからない 31．1（74） 41．1（30） 34．5（19）33．6（123）
























大　　　学 専門学校臼 日本語学校 全　　　体
統　一 31．5（75） 29．3（22） 21．2（11）29．6（108）
独　立 3．8（9） 5．3（4） 7．7（4） 4，7（17）
その他 64．7（154）65．3（49） 71．2（37）65．8（240）
注1）表内の数値は比率，（）内は実数
注2）3群間比較：X2＝3．31，　df　＝4，n．s．
注3）2座間比較
　①大　　学一一日本語学校：X2＝3．27，　df　＝2，
　　　　　　ガコヨコ　②専門学校一日本語学校：X2＝1．21，　df　＝2，
　　　　　　　コおコ　③大　　学一専門学校：X2＝0．42，　df　・＝2，
　　　　　　n，s，
したがって，本研究の分析結果に関しては，①留学生（大学生）と就学生の
比較，②留学生（専門学校生）と就学生の比較，③留学生2群（大学生と専
門学校生）間の比較という3つの角度から考察を進める。
　4．1　大学生と比較した日本語学校生の特徴
　人口学的特性に関しては，大学生に比べて日本語学校生には若年齢者及び
単身生活老が多く，在日期間の短い者が多いことが示された。就労目的の就
学生の存在も看過できない数ではあるが，就学生の多くが日本語学校卒業後
に，日本で大学や専門学校へ進学することを目的に来日している現状から考
えれば当然の結果であろう。現在の学校卒業後に日本で進学・就職を予定し
ていると回答した日本語学校生が他の群に比べて最も多いという事実もこの
ことを裏付けるものである。
　経済的生活に関しては，大学生に比べて，日本語学校生には生活費が低額
である者が多く，1日当たりのアルバイト時間も長く，奨学金の受給老も極
めて少ないことが明らかになった。6割を超える日本語学校生が1ヵ月6万
円以下の基本生活費（家賃と学費を除く）で暮らしており，大学生に比べて
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経済的困窮度が高いと推測される。こうした経済的条件の劣悪さがアルバイ
ト活動にも反映されている。すなわち，大学生の58％が1日当たり4時間以
下のアルバイトに従事しているのに対し，日本語学校生の86％が1日4時間
を超えるアルバイFに従事して肉り，1日8時間を超えるアルバイトを行っ
ている者も4人に1人（26％）存在するこごうした1日4時間を超えるアル
バイトは明らかに違法行為であり，大学生の42％及び日本語学校生の86％が
違法行為に従事していることは，日本における外国人留学生・就学生問題の
中で極めて重要な問題である。特に，9割に近い中国人就学生が違法行：為に
当たるアルバイトをしているという事実は，彼らが就学という本来の来日目
的とは無関係な生活を余儀なくされていることを意味し，早急に抜本的な対
策を講ずる必要があろう。例えば，岡（1994）でも述べた通り，日中双方の
協力で中国各地に日本語学校を設立することなどが強く望まれる。
　また，日本語学校生の奨学金の受給率がわずか2％に過ぎないといった学
資面での配慮や援助の貧しさも，こうした違法なアルバイト行為を助長する
一因となっているように思われる。さらに，平均40万円の借金を背負って
やってくると言われる中国人就学生は，日本での生活費，進学のための貯蓄
の他に，借金の返済のための金をアルバイトによって稼ぎ出すより方法がな
いのが現状である。
　大学生に比べて，日本語学校生が劣悪な教育環境のもとでの就学を余儀な
くされていることは，東京都（1989）の調査や堀（1991）などによって指摘
されてきた。在籍している学校に対する満足度の分析結果からも，そのこと
が証明された。すなわち，大学生よりも日本語学校生の方が，学校に対して
不満を持つ者が多いことが示され，教育環境の整備が重大且つ急を要する問
題であることが分かった。
　日本社会及び日本人に対する態度に関しては，大学生に比べて，日本語学
校生はネガティブである。すなわち，日本での生活に，孤独，苦痛，つまら
ないといった否定的感情を抱く老は，大学生では42％であるのに対し，日本
一24一
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語学校生では実に75％にも達し，日本での就学生活が消極的なものとなって
いることが示唆される。このことは，日本人の親友を持つ大学生が半数
（51％）いるのに対して，そうした日本語学校生はわずか22％に過ぎない点
も，日本語学校生の日本での生活のネガティブな一面を表している。「留日
反日」（日本へ留学して，反日感情を抱く）という傾向は否めない。
　来日後に価値観が変化した者は，大学生に比べて，日本語学校生で少な
かったが，これは彼らの在日期間の短さとも関係しているように思われる。
　4．2　専門学校生と比べた日本語学校生の特徴
　人口学的特性に関しては，専門学校生に比べて，日本語学校生には，若年
齢者及び在日期間の短い者が多く，また，女性が多いことが示された。年齢
と在日期間については前項で述べた解釈と同様である。
　経済生活に関しては，家賃と学費を除く基本的生活費が1ヵ月6万円以下
と低額である者は，専門学校生よりもEl本語学校生の方に多く，やはり，後
者の経済的困窮度の高さが裏付けられた。しかし，1日当たりのアルバイト
時間は，専門学校生，日本語学校生血に長く，奨学金の受給率は共に低いと
いう共通点も温温にみられた。
　在籍する学校に対する満足度に関しては，留学生と就学生の間で差はみら
れず，両群共に不満を持つ者が約3分の1存在した。
　日本社会や日本人に対する態度に関しては，大学生との比較の場合ほど明
瞭ではなかったが，専門学校生に比べて，日本語学校生は日本での生活感情
がやや否定的で，日本人の親友を持つ者がやや少ないという傾向を示してい
る。
　来日後に価値観が変化した者は，専門学校生に比べて，日本語学校生で少
なかった。
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　4．3　大学生と専門学校生の比較
　大学生に比べて，専門学校生は在日期間が3年の者が多く，単身生活者が
多かったが，年齢や性別に違いはみられない。
　経済的側面に関しては，家賃・学費を除く基本生活費に差がみられないも
のの，1日当たり4時間を超えるアルバイトに従事する者は，大学生の42％
に対して，専門学校生で93％に達し，アルバイト時間は専門学校生の方が明
らかに長い。日本語学校生の場合と同様に，専門学校生のアルバイトはその
大半が違法行為であり，この点についても何らかの対応が必要である。な
お，奨学金の受給率は，専門学校生の場合わずか4％に過ぎず，大学生の
38％とは格段の開きが認められる。
　在籍している学校に対して不満を持つ者も，大学生よりも専門学校生の方
が多く，奨学金の問題と併せ考えても，専門学校生の教育環境は必ずしも恵
まれていないように思われる。
　日本社会や日本人に対する態度に関しては，専門学校生の方が大学生より
もネガティブである。すなわち，日本での生活に対して否定的な感情を持つ
者は，専門学校生の方に多く，日本人の親友がいる者は専門学校生の方が少
ない。現在の学校卒業後に日本で進学・就職したいと思っている者は専門学
校生の方に少ないが，これは，専門学校生の場合の大学進学の道が余り開か
れていないことと，就職を希望しても，大学生に比べて，就労の認められる
在留資格への変更が許可されにくいといった理由に加えて，さらに，大学生
の場合，学部から大学院への進学或いは修士課程から博士課程への進学が相
当数あることから考えれば当然の結果といえる。ちなみに，入管統計によれ
ば，専門学校生の就職に伴う在留資格変更申請件数に対する許可率が58．4％
であるのに対して，学部生，大学院生の許可率は各々96．2％，99．5％であっ
た（1991年実績）。
一26一
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　4．4　まとめ
　大学生に比べて，日本語学校生は生活費が少なく，アルバイbに費やす時
間が長く，奨学金を支給されることもほとんどなく，学校に対して不満を持
ち，否定的な生活感情を抱きながら日本での生活を送っており，日本人の親
友がいないことが示された。彼らはこうした経済的問題や心理的問題を抱え
ながらも，日本語学校卒業後は日本の大学，専門学校に進学したいという意
志を示している。こうした事実から真面目な日本語学校生は，「進学」を心の
糧として苦境に耐えていると推測される。しかし，こうした日本語学校生の
経済生活が違法なアルバイトによって支えられているという現実は看過でき
ない問題である。
　専門学校生に比べて，日本語学校生の特徴は，生活費が少ない，卒業後日
本での進学・就職（実質進学のみを指す）を希望する者が多い，といった程
度で，専門学校生と日本語学校生の差異は，大学生と日本語学校生の差異ほ
ど明瞭ではなかった。
　したがって，同じ留学生であっても，大学生と専門学校生の間には様々な
面で差異が認められる。大学生に比べて，専門学校生は生活費にこそ違いが
みられないものの，アルバイト時間が長く，奨学金の受給率が低く，学校に
対して不満を持ち，日本での生活に否定的な感情を抱き，日本人の親友が少
なく，学校卒業後に日本で進学・・就職を希望するものが少ないことが示され
た。日本語学校生の場合と同様に，専門学校生の経済生活も違法なアルバイ
トによって支えられていると推測され，専門学校生も日本語学校生の抱える
経済的・心理的問題と本質的に同一の問題を抱えていると解釈できる。
　以上のように，留学生である大学生と比較すると就学生である日本語学校
生は，より深刻な経済的・心理的高台をもつという意味において，異質な集
団であるといえる。さらに∫おおむね留学生である専門学校生の場合は，大
学生と異なり，就学生と同様の深刻な経済的・心理的問題をもつことが明ら
かになり，同じ留学生集団であっても，大学生と専門学校生は区別して取り
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扱うべきであることが示された。すなわち，一般に彼らの特質は就学生或い
は留学生という2つの集団の枠組みの中で論じられがちであるが，本研究の
分析結果は彼らの特質がむしろ日本語学校・専門学校或いは大学といった在
籍校の形態の違いに由来するという点を明らかにした。また，いくつかの留
学生調査・研究例から，日本における外国人留学生op抱える問題の深刻さが
指摘されてきたが，本研究は就学生のかかえる問題が留学生の場合よりも一
層深刻であることをも実証した。
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